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研究成果の概要：本研究の目的は、知的障害者の家族介護者が活動的なライフスタイルを構築

するための支援について検討することであり、調査研究によって、家族介護者の身体活動状況

やその関連要因を明らかにすること、介入プログラムを実施することによって、家族介護者の

ライフスタイルが活動的に変容することを援助することであった。本研究の結果、目的として

挙げられた点が明らかにされたため、今後は、本研究の結果に基づいた実践が行われることが

期待される。 

 

交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００６年度 900,000 0 900,000 

２００７年度 500,000 0 500,000 

２００８年度 700,000 210,000 910,000 

年度    

  年度    

総 計 2,100,000 210,000 2,310,000 

 

 

研究分野：健康スポーツ心理学 

科研費の分科・細目：健康・スポーツ科学・応用健康科学 

キーワード：ヘルスプロモーション、家族介護者、身体活動、ライフスタイル、知的障害者 

 

１．研究開始当初の背景 
従来のわが国の施策は、障害者本人に対す

る援助のみを重視し、その家族介護者に対す
る援助には力を注いでこなかった。しかし近
年では、親をはじめとした家族介護者に対す
る援助活動を包括的に捉えていく枠組みで
ある家族支援が注目されている。家族介護者
が心身の健康を保てるように働きかけるこ
とは、家族支援における重要なテーマである。
心身の健康を管理する方略の 1つに、身体活
動がある。身体活動の実施は、心身の健康に
好ましい影響を与えることが確認されてい
る。そのため、活動的なライフスタイルを保

持している家族介護者は、活動的ではない家
族介護者よりも健康状態が好ましいことが
考えられる。 
 

２．研究の目的 
本研究の目的は、知的障害者の家族介護者

が活動的なライフスタイルを構築するため
の支援について検討することである。具体的
には、（1）調査研究によって、家族介護者の
身体活動状況やその関連要因を明らかにす
る。その後、（2）介入プログラムを実施する
ことによって、家族介護者のライフスタイル
が活動的に変容することを援助する。 
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３．研究の方法 
（１）調査研究１ 

知的障害のある者の親を対象として、スト
レス・マネジメント行動および運動行動を検
討した。さらに、ストレス・マネジメント行
動および運動行動の準備性の関連について
も検討を行った。調査研究１では、健康行動
関連の代表的なモデルであるトランスセオ
レティカル・モデル (transtheoretical 
model: TTM) に基づいて、ストレス・マネジ
メント行動および運動行動の評価を行った。
調査研究１の対象者は、知的障害のある者の
親 101 名であった。 
（２）調査研究２ 

知的障害のある者の親を対象として、身体
活動および運動実施の阻害要因と促進要因
を検討した。知的障害の子の親 42 名に対し
て、自由回答式の調査用紙を用いて、阻害要
因と促進要因に関する質的研究が実施され
た。身体活動および運動実施の阻害要因と促
進要因の内容分析は、8 名の作業者を伴って
KJ 法によって実施された。 
（３）介入研究１ 

知的障害のある子どもと一緒に参加する
アダプテッド・スポーツプログラムが子ども
の親に与える影響を検討した。質的研究は、
子どもと一緒に家族が参加する卓球プログ
ラムに参加している知的障害のある子ども
の親 11 名を対象に行われた。分析は、プロ
グラムに参加することの恩恵と負担ごとに 2
人の作業者 (ボランティアコーチ) によっ
て、カテゴリ化することによって行われた。 
（４）介入研究２ 

家族で参加するアダプテッド・スポーツプ
ログラムに参加している知的障害のある者
の親を対象として、プログラム前後における
親の精神的健康を検討した。介入研究２では、
アダプテッド・スポーツ (7 セッションで構
成) プログラムに参加した知的障害のある
者の親 9 名を対象とした。最終回を除く 6 回
のセッションは、ウォームアップ、3 種類の
卓球トレーニング、クールダウン、反省会、
合間の休憩時間で構成されていた。3 種類の
卓球トレーニングは、知的障害のある子ども
と親の種目活動、子どもとコーチとの種目活
動、親どうしの種目活動であった。対象者は、
全体のプログラムの前後において測定尺度
への回答を行った。精神的健康の指標として、
抑うつ・不安得点を測定した。 
 
４．研究成果 
（１）調査研究１ 

ストレス・マネジメント行動の変容ステー
ジおよび運動行動の変容ステージは、5 項目
の尺度によって測定した。両方の尺度とも、
対象者は、5 項目の中から現在の自分のスト

レス・マネジメント行動または運動に対する
準備性および/または実際の行動を最もよく
表しているものを 1 つ選択する。ストレス・
マネジメント行動に関する結果として、対象
者の約 1/4 の者が無関心期 (「現在その行動
を行っていないし、将来的にその行動を行う
つもりもない」) に属していることが明らか
になった。一方で、運動行動に関して、定期
的な運動習慣を持っていない者が 60%以上存
在した。さらに、2 つの行動の変容ステージ
間のカッパ係数 (k) を算出した結果、スト
レス・マネジメント行動と運動行動の変容ス
テージが関連していることが明らかになっ
た。つまり、全体的には 2 つの行動の変容ス
テージは対応していたといえる。先行研究で
は、ある健康行動を習慣化することによって、
健康に対する意識が向上し、ひいては、他の
健康行動の獲得または非健康行動の中止へ
と波及する可能性が指摘されている。そのた
め、運動行動、もしくはストレス・マネジメ
ント行動のいずれかを習慣化することが、も
う 1つの行動実施を促す可能性が考えられる。
とくに運動の実施はそれ自体が、身体的な健
康だけでなく、メンタルヘルスにも好ましい
影響を与えることが示されている。さらに、
障害のある者の家族の疲労感を低減するた
めに、運動を用いるべきであるという指摘も
ある。以上のことから、運動行動の実施自体
がストレス・マネジメント行動としても機能
するという相乗効果を発揮することが予想
される。 
（２）調査研究２ 

その結果、阻害要因として 58 の回答が得
られ、促進要因として 46の回答が得られた。
KJ 法によって、阻害要因として 9 つのカテゴ
リが得られ、促進要因として 10 のカテゴリ
が得られた。阻害要因としては、「時間的制
約」「不十分な体調」「養育・介護」「不十分
な心理状態」「悪天候」「不十分な知識」「不
十分な経済状態」「不十分な場所」「一緒に行
う人の不在」が得られた。促進要因としては、
「一緒に行う人の存在」「良好な環境・天候」
「時間的余裕」「十分な機会」「競技力の向上」
「楽しさ」「目標の存在」「良好な気分」「介
護負担のなさ」「金銭的負担」が得られた。
調査研究２の結果から、知的障害のある者の
親は、彼らの家族を阻害要因ではなく促進要
因として活用することが効果的だと考えら
れる。調査研究２で得られた阻害要因ならび
に促進要因の大部分は、わが国における一般
成人を対象とした研究において得られてい
る知見と共通していた。「時間的制約」「不十
分な体調」「不十分な心理状態」「悪天候」「一
緒に行う人の不在」も先行研究で阻害要因と
して挙げられている。促進要因について見て
みると、「一緒に行う人の存在」「良好な環
境・天候」「時間的余裕」「競技力の向上」「楽



しさ」「目標の存在」「良好な気分」は先行研
究においても挙げられている。しかし、先行
研究と異なる要因も抽出された。調査研究２
において注目すべきだと考えられるのは、阻
害要因に関して言えば、「養育・介護」とい
う要因である。このことは、家族に子どもや
高齢者などの世話を必要とする者がいるこ
とに起因している。先行研究で挙げられてい
なかった促進要因として、「一緒に行う人の
存在」という要因の中で、一緒に行う人とし
て「仲間がいるから」だけでなく「家族がい
るから」が挙げられたことは興味深い。つま
り家族は、知的障害のある者の家族の身体活
動の阻害要因としても挙げられていたが、促
進要因にもなりうる可能性が示唆された。知
的障害のある者の家族は、地域の仲間だけで
なく、家族を巻き込んだり、または家族に巻
き込まれたりしながら、運動習慣を身につけ
ることが期待される。わが国における先行研
究では示されていない「十分な機会」という
要因も、巻き込んだり巻き込まれたりという
関係性を示唆していると考えられる。そのた
め、知的障害のある者の親を対象として身体
活動・運動の促進について働きかける場合、
家族の機能を強調することや、家族を包括的
に捉えたプログラムを作成したり、情報を提
供したりすることが、知的障害のある者の家
族の身体活動を促進する上で、効果的かつ効
率的であると考えられる。調査研究２で得ら
れた知見を総合すると、知的障害のある者の
家族を対象として、身体活動・運動の実践を
支援する場合、一般成人に対する支援の方法
を大幅に改変する必要はないことが示唆さ
れた。それだけでなく、「家族」を上手に活
用することが重要になる可能性も示された
と考えられる。たとえば、子どもと一緒に身
体を動かして遊んだり、家族で運動教室やス
ポーツプログラムに参加したりするなど、地
域における仲間や機会だけでなく、家族を促
進要因として活用できるような支援を行う
ことが有効になると推察される。 
（３）介入研究１ 

恩恵として 7 つの内容が得られ、負担とし
て 3 つの回答が得られた。具体的には、恩恵
は、「家族で一緒に運動 (同じ体験) ができ
ること」、「子どもの上達を見ることができる
こと」、「スポーツを通して新しい関係ができ
ること」、「子どもの様子がわかること」、「主
体的に介入・支援ができること」、「自身が運
動を行う機会が得られること」、および「家
族の余暇活動になること」であり、負担は、
「家族の予定調整が困難なこと」、「子どもが
親を気にしてしまうこと」、および「親が子
どもを見ることができないこと」であった。
まず、恩恵について考察する。恩恵としては、
「家族で一緒に運動ができること」、「スポー
ツを通して新しい関係ができること」、また

は「主体的に介入支援ができること」など、
親が参加すること固有の恩恵が複数提出さ
れており、これらの事柄を親が恩恵として肯
定的に認識していることがわかる。これらは、
親も一緒に参加しなければ得られない恩恵
であり、家族参加型プログラムの効果を強調
していると考えられる。家族がスポーツプロ
グラムに関わることは、知的障害のある者に
とっても有益である。知的障害のある者がス
ポーツプログラムに参加することを最も強
く動機づける要素は、家族からの肯定的なサ
ポートであると言われるため、障害のある者
がスポーツ活動を継続する上で、家族の支援
が重要であることがわかる。また、親自身が
運動を行う機会が得られるという内容も興
味深い。メンタルヘルスが改善されることで、
家族が障害のある者と一緒に外出すること
が容易になり、その結果として、障害のある
者のスポーツ活動が促進される可能性があ
るとされている。さらに、余暇活動の中には、
障害のある子どもの参加が制限されるもの
があることが予想されることから、スポーツ
プログラムを家族の余暇活動として強調す
ることも好ましいかもしれない。つづいて、
負担について考察する。介入研究１で導かれ
た「家族の予定調整が困難なこと」という結
果から、親はプログラムへの親の参加を強制
されないことを求めていることがうかがわ
れる。障害のある家族が家族参加型のアダプ
テッド・スポーツプログラムに参加すること
をレスパイト (障害のある者に対するケア
からの一時的な解放) として捉えることも
重要であると考えられる。介入研究１の結果
からは、親子を別にしてスポーツ活動を行え
るようにする場面と、親子が一緒にスポーツ
活動を行える場面の両方を設けることが、親
にとって望ましいものになることが予測さ
れる。このように、介入研究１の結果から、
ある事柄について、恩恵と捉える親もいれば、
負担と捉える親もいることが明らかになっ
た。そのため、今後は、ある事柄がどのよう
な親であれば恩恵として認識され、どのよう
な親であれば負担として認識されるのかと
いうことを検討することも興味深い。介入研
究１には、参加者のスポーツ経験や障害のあ
る子どもの年齢を考慮していないという限
界がある。しかし、介入研究１によって、知
的障害のある者と一緒に、障害のある者の親
がスポーツプログラムに参加することの恩
恵と負担が明らかになった。今回得られた結
果は、プログラムを開発したり、指導者マニ
ュアルを作成したりする際に役立つと考え
られる。 
（４）介入研究２ 

介入研究２で実施したアダプテッド・スポ
ーツプログラムが、知的障害のある者の親に
おける精神的健康に影響を与えることを明



示しなかった。その理由として、以下の 4 つ
のことが考えられる。1 つ目として、プログ
ラム参加前の抑うつ・不安得点が、得点の変
化に影響した可能性が挙げられる。介入研究
２の対象者は、プログラム参加前から、すで
に抑うつ・不安得点が好ましかったために、
床効果が生じた可能性が考えられる。参加前
の抑うつ・不安得点を見てみると、0 点が 3
名、1 点が 2 名、2 点・3 点・5 点・6 点が各
1 名であり、0―18 点という得点範囲に鑑み
て、全体的に得点が低かった。このことは一
方で、精神的健康が好ましい親が、介入研究
２で実施したようなスポーツプログラムに
参加しやすいことを示唆しているのかもし
れない。2 つ目に、対象者の子どもの年齢が、
得点の変化に影響した可能性も考えられる。
抑うつ・不安得点が増加していた 3 名の対象
者は、プログラムに参加した子どもの年齢が
10 歳未満であるという共通点を持っていた 
(他の対象者の子どもは全員 10 歳以上であ
る)。このことは、知的障害のある子どもの
年齢が低い場合、プログラム参加にともなう
負担が高いなどの理由から、親の抑うつ・不
安が高まることを示唆しているのかもしれ
ない。3 つ目として、精神的健康の肯定的な
側面を評価していないことによって、変化を
検出できなかったことも予想される。近年、
スポーツや運動は、精神的健康の肯定的な側
面と強く関連するため、精神的健康の肯定的
な側面も評価すべきであるという指摘も増
えている。障害のある者の親を対象とした研
究において、精神的健康の指標として何を選
択すべきなのか、今後も議論が必要だと考え
られる。4 つ目に、プログラムの実施回数や
実施間隔 (平均で 2週間程度) が何らかの効
果を生じさせるには十分ではなかった可能
性が考えられる。そのため、これらの要素を
再検討した上で、プログラムの評価を行うこ
とが期待される。介入研究２の限界ならびに
今後の課題として、対照群を設置していない
こと、対象者数が少ないことが挙げられる。
対象者の精神的健康の変化に関する意味づ
け (変化しなかった場合、抑うつ・不安に恩
恵がなかったのか、抑うつ・不安が悪化する
ことを防いだのか) ができないことも考慮
しておかなければならない。 

以上 4つの研究成果を障害のある者と家族
が一緒に参加するアダプテッド・スポーツプ
ログラムを改善する際の基礎的データとし
て、本研究の結果を実践に活用することが推
奨される。 
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